










































































































































































































































































































































































ム　（t／m） ム＊（t／m） Dご　（t／m） D‘＊（t／m） 1）C　（t／m） 払　（tm／m） ル1オ＊（tm／m）
0。 一〇，276 11，253 1，564 一1．696 0，716 1，291 18，976
3。 0，241 8，488 1，494 一〇．816 0，716 2，292 10，933
一3。 一〇．829 12，539 1，661 一2．112 0，716 一〇．323 35，736
Table　3　Wind　loads　by　the　design　wind　speed．
ム　（t／m） L‘＊（t／m） 1）ご　（t／m） 1）‘＊（t／m） 1）c　（t／m） ルf亡（tm／m） 〃’S＊ itm／m）
0。 一〇．392 13，423 1，866 一2．023 0，734 1，540 22，635
3。 0，287 10，124 1，782 一〇．973 0，734 2，734 13，041





























































α 一3． 0． 3。 一3。 0。 3．
Hρ1　　　（t） 298．20 103．72 一63．05 360．89 142．80 一74。53
島2　　　（t） 206．50 73．54 一56．74 251．45 107．74 一66．20
〃　　　　（m） 0．1560 0．0020 一〇．139 0．1770 0．0073 一〇．180
φ×10－3　（rad） 一6．353 一2．307 0，103 一7．591 一2．693 0，182
θ　　　　（m） 3，270 3，135 3，052 3，831 3，676 3，593
σ　　　　（m） 3，055 2，933 2，857 3，571 3，430 3，354
θ　　　（rad） 0，131 0，125 0，121 0，159 0，152 0，148




α 一3． 0。 3．
島1 1．21 1．38 1．18
島2 1．22 L47 1．17
π 1．14 3．65 1．30
φ 1．20 1．17 1．77
四 1．17 1．17 1．18
σ 1．17 1．17 1．17
θ 1．21 1．22 1．22
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Fig．7　1nclination　angleθof　the　hanger．
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5．まとめ
本研究は，台風12号による平戸大橋の変形解析を
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Fig．8　Torsional　angleφof　the　stiffening
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50 高橋和雄・小西保則・彰　大文
行ったものである．得られた結果をまとめると次のと
おりである．
　（1）平戸大橋は幅員が狭いために，ねじれに対する
　　剛性が小さく，ねじれが他の吊橋に比べて大きい．
　　補剛桁のねじれ角は迎え角の影響を受け，特に負
　　の場合不利となる．
　（2）補剛桁の支承部の回転角による橋軸方向の変位
　　差は39cmとなり，支承部の許容回転角をはるか
　　に超えた可能性がある．実際に，平戸大橋の破損
　　は，橋軸方向の力に弱い部分に集中している．こ
　　れより，支承部の回転軸に伴い，破損が生じたと
　　思われる．
　（3）台風12号により設計風速と比べて荷重が約19％
　　増加した．それに伴って変位も17％前後増加する．
　本研究を行うにあたって，資料を提供して頂いた長
崎県土木部道路建設課小松橋梁係長に感謝いたします．
また，数値計算にあたっては，卒論生岩永政昭氏（現
在PSコンクリート㈱）のお世話になった．
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